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青山ゼミ 国内視察レポート 

 

愛知県犬山市を訪ねて 

 

*国宝 犬山城と城下町 
・城とまちミュージアム（犬山市文化史料館） 

・IMASEN 犬山からくりミュージアム 玉屋庄兵衛工房 

・本町通、昭和横丁 

*博物館 明治村 

                                                  

8.5 期 吉田 裕子 
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国宝 犬山城（別名：白帝城） 

 

・国内最古の城であり国宝である。1601 年（慶長 6 年）築  

 ※1537 年 織田信長の叔父・織田信康が木之下城を移築して築城された。（ 

・国宝の城は、世界遺産の姫路城を含めてほかに 4 城ある。 

 ・彦根城 滋賀県彦根市 1606 年（慶長 11 年）築 

 ・松江城 島根県松江市 1607 年（慶長 12 年）築 

・姫路城 兵庫県姫路市 1609 年（慶長 14 年）築 世界遺産 

・松本城 長野県松本市 1597 年（慶長 2 年） 

                              順不同 
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・名鉄犬山駅から徒歩で犬山城に向かう。城下町である本町通の散策を楽しみ

進むと正面に鳥居があらわれる！！城下町と城の結解ともいえる神社・三光稲荷

神社と針綱神社がある。写真は、針綱神社の鳥居です。鳥居をくぐって入城！ 
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・建物内にはいり、城独特の急な階段を登って天守へ。臨む景色がスカッと 

拡がっていました。 

雨天でくもっているものの遠くまで抜けた景色は最高です。 
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・桃瓦 ももがわら 観光客の見どころポイントとなっています。（写真中央に桃と葉の形） 

 

この城の瓦は、城内展示でその説明に触れると地場産業である三州瓦であることがわかります。現在 

でも三州瓦は、国内生産一位をほこり、また近年の災害事情に対応可能な施工資材として発展してい 

ます。（そういえば我が家の屋根瓦も三州瓦でした！思い出した時間でした。） 
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・天守の周囲の欄干に立ってぐるっと廻るとまたまた絶景が！木曽川とライン大橋、そして犬山城と向 

かい合うように伊木山が見えてます。深呼吸して豊かな自然と歴史を感じます。 
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城とまちミュージアム（犬山市文化史料館） 

IMASEN 犬山からくりミュージアム 玉屋庄兵衛工房 
・からくり人形にみいる。テレビの CM でみたことがある、確かお茶の会社の・・・ 

本町通、昭和横丁 
・江戸時代とほぼ同じ町割りのまま城と城下町が残っている。何もない一から町をつくったのではなくも

ともとあった町を整備してつくられた。（城とまちミュージアムリーフレットの施設紹介より）そのためか徒

歩で移動しやすく高低差もない。 

・毎年春、桜の季節に江戸時代から続いている犬山祭は、13 輌の車山が城下町を巡行して産土神

（うぶすながみ）である針綱神社に奉納するという。この祭りが町の規模とこの地の自然と融合して発

展してきたことがわかる。この城下町の平和と安寧の時代の展開を感じる。 
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博物館 明治村 
・愛知県犬山市内山一番地にある敷地面積約 100 万㎡の敷地に国の重要文化財（11 件の建造物

と産業機械 2 点）を含む 67 の建造物等が管理・保存されている。 

・犬山市における国の重要文化財の建造物は、13 件でそのうち 11 件が明治村が所有あるいは、管

理している。 

・その文化財のルーツを分析してみました。（鉄橋 1 と機関車 2 は、のぞく 64 件） 

 ＜国外 3 件＞ アメリカ・ワシントン州シアトル市、ブラジル・サンパウロ州レジストロ市、アメリカ・ハワイ州ヒロ市 

 ＜東京都 22 件＞千代田区 6、港区 3、豊島区 2、目黒区 1、文京区 3、品川区 3、墨田区 1、渋谷区 1、中央区 2 

 ＜愛知県 7 件＞名古屋市 4、刈谷市 1、岩倉市 1、半田市 1 

 ＜三重県 4 件＞名張市 1、津市 1、鳥羽市 1、伊勢市 1 

 ＜京都府 7 件＞京都市 6、宮津市 1 

 ＜大阪府 2 件＞池田市 1、南河内郡 1 
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 ＜兵庫県 3 件＞神戸市 2、西宮市 1 

 ＜長野県 1 件＞大桑村 1 

 ＜石川県 4 件＞金沢市 4 

 ＜静岡県 2 件＞清水市 1、焼津市 1 

 ＜山梨県 1 件＞山梨市 1 

  ＜群馬県 1 件＞前橋市 1 

 ＜福島県 1 件＞会津若松市 1 

＜新潟県＞上越市 1 件 

  ＜山形県 1 件＞天童市 1 

＜北海道 1 件＞札幌市 1 

  ＜広島県 1 件＞江田島市 1 

  ＜長崎県 2 件＞長崎市 2                                                               順不同 
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・明治村が所有・管理する建造物が国全体の分母数に比例するのでないが東京以外の建造物や産

業遺産の数が明治政府の一極集中化を目指す動きの中での地方への采配や勢力の形跡がうかが

える。 

・建築物や鉄道車両内の空間に身をおくと資材の豊かさと色味の多さが新鮮・斬新に感じる。西洋文

化は、一般庶民の生活がまだまだ職域・地域など様々な格差があるなかそれまでに見たこともない、

触れたこともない夢のある空間だったであろう。 

   実際に乗ってみました。     
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・事前からもっとも関心が高かった「帝国ホテル中央玄関」建築家フランク・ロイド・ライト氏の作品としても著名な建造

物である。ホテルの開業の日が関東大震災が発災した日だったっと今回の視察で知りました。被災と移築を経てます

ます現代に伝える精巧かつその地の資源を活かす英知を感じる空間でした。 

曇り空の下でも美しく見えるのは、私だけでしょうか、、、。 
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・フランク・ロイド・ライト氏の作品で現在公開されている建造物が兵庫県・芦屋市にあります。 

ヨドコウ迎賓館（国指定重要文化財）として通常は、公開営業されているのですが今は、緊急事態宣言ということで

休館中だと知りました。 

芦屋の街を移動しているときに「なんだろうな～？」くらいに思って車で通りすぎていましたが再開したら訪ねてみようと

思います。旧山邑邸ということで今もある酒造会社のご先祖の邸宅でした。和室のしつらえやガーデンパーティーを開

いたとされるその庭、生活空間での作り付けの家具などがみどころとのことです。（正面玄関とアプローチの写真：HP より） 

         以上 
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※数年ぶりの視察とレポート作成で久しぶりに脳に刺激を与えました。青山ゼミに所属していることを誇りとし、関西人

さながらの発信をしつつ仲間の皆さんとともに公共政策を学ぶ所存です。今後ともよろしくお願いします。 


